
【四国で初めて開催】

阿波遍路道　―遍路道を活かした地域の連携―

遍路文化を全国に発信！
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❶古道としての景観が色濃く残る「かも道」❷公認先達として遍路道を案内する四国八十八ケ所霊場会会長の山下正樹さん（奈良県在住）❸「かも道」に誘導サイ
ン等を設置（４月16日）❹お遍路さんをもてなす加茂町婦人会の皆さん❺加茂谷公民館が「かも道を歩こう！」を開催（２月２日）❻加茂谷地域に遍路道保護団体「加
茂谷へんろ道の会」が発足（５月15日）❼歴史の道への関心を高めた「阿波遍路道フォーラム」（平成24年11月23日）❽「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」
実行委員会を設立（５月９日）❾「青の道」と呼ばれる竹林の中を通る「かも道」❿ウォーキングで「かも道」を案内するボランティアガイドの皆さん

１０月１９日㈯　13:00～17:30　講演会　　会場：夢ホール
オープニングセレモニー　 勝浦座による「恵比寿舞」
基調講演「歴史の道の可能性」文化庁主任文化財調査官　佐藤正知さん

記念講演「四国遍路の歴史」徳島県立博物館人文課長　長谷川賢二さん

報 告 ①「地域に生きる遍路文化」鳴門教育大学准教授　町田　哲さん

報 告 ②「遍路道の清掃活動とお接待」加茂谷へんろ道の会代表　横井知昭さん　ほか

報 告 ③「地域再生への取り組み　―遍路道―」とくしま文化財マイスター連絡協議会代表　中野真弘さん

報 告 ④「遍路道の史跡指定の現状と課題」徳島県教育委員会教育文化政策課主査　早渕隆人さん

１０月２０日㈰　  8:30～14:00　歴史の道ウォーキング
【勝浦コース】阿波遍路道／鶴林寺道・太龍寺道　延長約６㎞
【阿南コース】阿波遍路道／かも道（加茂町一宿寺～太龍寺）延長約 4.4㎞
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2009.  8	 市内の遍路道（太龍寺周辺）の調査
2010.  8	 市内の遍路道が四国遍路道として初めて国史跡に指定
2011.  3	「かも道ウォーキング」を開催

8	 文化庁から「全国歴史の道会議」開催依頼を受ける
9	「第11回全国歴史の道会議・鳥取県大会」を視察

2012. 3	 遍路道フォーラム（太龍寺道・かも道）開催
5	 第１回準備委員会開催

11	 阿波遍路道フォーラム ～太龍寺道・かも道・いわや道～ 開催

2013.  3	 遍路道の国史跡追加指定
4	「かも道」に誘導サイン等を設置
5	 実行委員会設立
	 加茂谷地域に「加茂谷へんろ道の会」発足

9	「かも道」ガイド研修会
	 第２回実行委員会
	 「かも道」の清掃活動

10	 水井町に国史跡説明板を設置（予定）

アプローチ５年

問い合わせは 「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」実行委員会事務局　徳島県教育委員会教育文化政策課 （☎088−621ー3164）へ
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平
成
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遍
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史
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市
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０
０
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追
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。
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